
　
　
当
町
が
新
ご
み
処
理
施
設

建
設
予
定
地
と
な
っ
た
経
過
と

選
定
理
由
は
。

　
　
　
　

平
成
11
年
10
月
に

「
知
多
南
部
地
域
ご
み
処
理
広

域
化
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
」
を
設
立

し
、
平
成
19
年
度
に
、
半
田
市

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
を

『
広
域
ゴ
ミ
処
理
施
設
建
設
予

定
地
』
と
し
て
決
定
。
平
成
22

年
４
月
に
、
『
知
多
南
部
広
域

環
境
組
合
』
が
発
足
し
た
。
平

成
24
年
度
当
初
に
、
建
設
予
定

地
か
ら
、
廃
止
基
準
値
を
超
え

る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
が
検

出
さ
れ
、
再
度
候
補
地
を
選
定

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

平
成
24
年
11
月
に
，
本
町
に

お
い
て
も
、
臨
海
部
の
企
業
用

地
に
つ
い
て
候
補
地
と
し
て
あ

げ
て
い
く
か
ど
う
か
議
会
に
も

相
談
、
候
補
地
と
し
た
。

　

構
成
市
町
か
ら
新
た
な
建
設

候
補
地
３
箇
所
が
提
示
さ
れ
、

現
建
設
予
定
地
の
半
田
市
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
と
経
済
面
・

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
面
・
環
境
面
な

ど
多
項
目
に
つ
い
て
、
比
較
検

討
を
実
施
。

　

平
成
25
年
11
月
に
、
知
多
南

部
広
域
環
境
組
合
の
議
員
連
絡

会
議
に
て
、
４
箇
所
に
つ
い
て

の
比
較
検
討
結
果
が
公
表
さ
れ
、

本
町
の
候
補
地
（
武
豊
町
字
一

号
地
の
企
業
用
地
）
が
、
総
合

的
な
点
数
で
、
最
も
高
い
評
価

結
果
を
得
た
。

　
　
今
後
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
と
地
域
対
策
は
。

　
　
　
　

ま
ず
、
広
域
環
境
組

合
が
主
催
す
る
、
全
町
民
を
対

象
に
し
た
「
住
民
説
明
会
」
を

年
度
内
に
開
催
す
る
予
定
。
現

在
、
組
合
と
調
整
中
で
あ
り
、

開
催
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
広

報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、

町
民
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
。

多
く
の
町
民
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
ご
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

努
め
る
。
平
成
26
年
度
か
ら
29

年
度
の
概
ね
４
年
間
を
か
け
て
、

環
境
影
響
評
価
業
務
の
実
施
を

予
定
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
か

ら
、
新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設

工
事
な
ど
に
取
り
掛
る
予
定
。

平
成
34
年
４
月
の
供
用
開
始
を

目
指
す
。
広
域
環
境
組
合
は
、

地
元
対
策
費
と
し
て
構
成
市
町

２
市
３
町
で
、
16
億
円
を
負
担

す
る
予
定
。
地
元
対
策
事
業
の

１
つ
と
し
て
、
ご
み
処
理
施
設

の
余
熱
が
利
用
で
き
る
屋
内
温

水
プ
ー
ル
事
業
を
検
討
。
供
用

　

開
始
に
な
る
と
、
ご
み
運
搬
車

両
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
、
地
域

交
通
網
の
整
備
・
充
実
も
必
要
。

臨
港
道
路
武
豊
美
浜
線
に
つ
い

て
は
、
冠
水
・
高
潮
対
策
な
ど

防
災
面
も
含
め
堀
川
か
ら
里
中

に
向
け
て
、
低
い
部
分
の
海
側

に
波
除
け
の
構
造
物
を
築
造
す

る
計
画
で
動
き
始
め
て
い
る
。■新ごみ処理施設建設予定地

政和クラブ
岩瀬 計介 議員

武豊町字一号地の企業用地答

新ごみ処理施設の
建設予定地は

問

経
済
面
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

面
・
環
境
面
で
高
評
価

平
成
34
年
４
月
の

供
用
開
始
を
目
指
す

町政を問う！ 会派代表

答

町
長

答

町
長

問

問

議会だより 　　　　NO.146 <<< 2014年1月1日発行  <<< 06



　
　

武
豊
町
の
公
園
整
備
の
特

徴
は
何
か
。
ひ
と
り
当
り
の
公

園
面
積
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　
　
　
　

池
周
辺
を
利

用
し
た
水
景
公
園
お
よ
び
ち
び

っ
子
広
場
や
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

を
数
多
く
配
置
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
緑
の
核
と
し
て
自
然

公
園
、
別
曽
池
公
園
、
総
合
公

園
予
定
地
で
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
が
で
き
る
緑
地
が
配
置
さ
れ

て
い
る
。

　

ひ
と
り
当
た
り
の
公
園
面
積

は
約
22
・
3
㎡
で
あ
る
。

　
　

総
合
計
画
で
は
、
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
整
備
が
あ

る
が
、
今
後
の
目
標
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
か
。

　
　
　
　

野
菜
茶
業
研
究
所
の

跡
地
に
つ
い
て
は
、
北
側
は
購

入
し
て
い
き
た
い
。
構
想
と
し

て
は
消
防
署
の
移
転
、
防
災
公

園
な
ど
が
あ
る
。

　

南
側
に
つ
い
て
は
、
民
間
の

力
も
借
り
な
が
ら
30
年
、
50
年

後
に
備
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い

て
い
き
た
い
。

　

名
古
屋
市
武
豊
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
ど
の
よ

う
な
形
に
し
た
ら
よ
い
の
か
考

え
る
時
期
に
き
て
い
る
。

　　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
と
連
携
し

な
が
ら
、
住
民
が
愛
着
を
持
っ

て
利
用
・
管
理
で
き
る
公
園
の

運
営
・
整
備
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
事
例
は
ど
こ
か
。

　
　
　
　
　
　
　

鹿
狩
池
公
園

や
平
井
公
園
な
ど
が
あ
る
。
維

持
管
理
で
は
、
植
栽
の
手
入
れ

や
草
刈
な
ど
地
元
で
実
施
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
公
園
な
ど
が

多
く
あ
る
。

　
　

今
後
、
都
市
公
園
に
つ
い

て
は
、
こ
の
よ
う
な
手
法
で
公

園
整
備
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

市
街
化
区
域

に
で
き
る
都
市
公
園
に
つ
い
て

は
、
そ
の
よ
う
に
進
め
て
い
き

た
い
。

　
　

町
規
模
か
ら
の
蔵
書
数
評

価
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　

平
成
23
年
度
の

統
計
だ
が
、
県
内
で
図
書
館
が

あ
る
47
市
町
村
の
中
で
、
蔵
書

数
は
27
番
目
で
あ
り
、
そ
の
う

ち
町
村
立
図
書
館
で
は
ト
ッ
プ

で
あ
る
。

　
　

図
書
館
と
歴
史
民
族
資
料

館
と
で
連
携
し
、
町
の
魅
力
を

　

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

町
の
行
事
な
ど
と
連

動
し
た
資
料
展
示
に
努
め
て
い

る
。
「
し
ゅ
う
ゆ
サ
ミ
ッ
ト
」
、

「
は
や
ぶ
さ
帰
還
カ
プ
セ
ル
展

示
」
な
ど
で
も
実
施
し
た
。
今

後
も
、
歴
史
民
俗
資
料
館
を
は

じ
め
と
す
る
、
町
内
生
涯
学
習

施
設
な
ど
が
連
携
し
、
町
の
魅

力
発
信
に
繋
が
る
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
を
展
開
し
て
い
く
。

答

産
業
建
設
部
長

答

産
業
建
設
部
長

答

都
市
計
画
課
長

答

教
育
部
長

■野菜茶業研究所の跡地

きずな
佐伯 隆彦 議員

住民がふれあって運営できる公園答

集い・憩える
魅力的な公園とは

問

町
公
園
の
特
徴
は

住
民
参
加
の
公
園
づ
く
り

会派代表 町政を問う！

答

町
長

問

問

問問

問

問

答

町
長
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書
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も
町
の
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力
発
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を
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中
央
公
民
館
の
使
用
料
が

1
・
5
倍
程
度
引
き
上
げ
る
こ

と
を
、
今
議
会
に
条
例
改
正
案

と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
引
き
上
げ
が
実
施
さ
れ

る
と
、
「
サ
ー
ク
ル
の
運
営
が

で
き
な
く
な
る
か
ら
、
何
と
か

し
て
も
ら
い
た
い
」
、
「
会
員

が
高
齢
化
し
て
お
り
、
会
費
を

引
き
上
げ
て
ま
で
、
サ
ー
ク
ル

を
続
け
る
の
が
難
し
い
。
サ
ー

ク
ル
の
解
散
も
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
」

な
ど
の
声
が
届
い
て
い
る
。

　

住
民
の
生
涯
学
習
の
場
で
あ

り
、
文
化
推
進
の
拠
点
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
使
用
料
引
き
上
げ

の
中
止
を
求
め
る
が
見
解
を
。

　
　
　
　
　
　

中
央
公
民
館
の

使
用
料
の
改
定
率
は
、
体
育
館
、

町
民
会
館
と
の
受
益
者
負
担
率

の
均
衡
を
保
つ
と
と
も
に
、
近

隣
市
町
の
同
等
施
設
と
の
使
用

料
を
平
準
化
さ
せ
る
よ
う
に
検

討
し
、
１
・
５
倍
程
度
の
引
き

上
げ
設
定
が
妥
当
で
あ
る
と
判

断
し
た
。

　　
　

公
民
館
は
社
会
教
育
の
一

環
と
し
て
生
涯
学
習
の
重
要
な

施
設
と
し
て
造
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
施
設
で
、
１
・

５
倍
の
引
き
上
げ
は
非
常
に
影

響
が
大
き
い
。

　

「
利
用
で
き
な
く
な
る
」
だ

か
ら
、
「
仕
方
が
な
い
」
「
撤

退
し
て
く
だ
さ
い
」
で
は
、
文

化
、
生
涯
学
習
の
観
点
か
ら
み

て
、
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

登
録
利
用
し
て

い
る
団
体
が
応
分
の
負
担
を
す

る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

　

値
上
げ
が
直
接
負
担
と
な
る

が
、
応
分
の
負
担
を
求
め
る
こ

と
が
、
学
術
、
文
化
に
寄
与
し

な
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　

　
　

社
会
教
育
法
に
規
定
さ
れ

た
建
物
で
、
生
涯
学
習
に
し
か

利
用
で
き
な
い
規
定
が
あ
る
。

　

営
利
を
目
的
と
し
な
い
、
特

定
の
営
利
事
業
に
貸
さ
な
い
、

特
定
の
政
党
、
特
定
の
宗
教
を

支
持
し
な
い
な
ど
で
あ
る
。

　

個
人
の
生
涯
学
習
と
い
う
観

点
の
施
設
で
、
若
年
層
か
ら
高

齢
者
ま
で
が
利
用
し
て
い
る
。

　

「
行
革
プ
ラ
ン
で
決
め
ら
れ

て
い
る
」
か
ら
、
１
・
５
倍
、

「
他
の
施
設
と
の
関
係
」
か
ら

１
・
５
倍
と
い
う
の
は
ひ
ど
す

ぎ
る
と
思
わ
れ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　

１
・
５
倍
に
つ

い
て
は
、
他
市
町
の
公
民
館
の

規
模
を
勘
案
し
て
も
安
価
で
あ

る
。

　

５
市
５
町
で
施
設
を
相
互
利

用
で
き
、
そ
の
あ
た
り
を
含
め

て
理
解
を
。

　

「
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
上

が
っ
て
い
る
か
ら
」
、
「
他
の

施
設
よ
り
安
い
か
ら
」
、
「
他

市
町
と
の
料
金
の
平
準
化
が
必

要
」
な
ど
の
理
由
に
よ
る
引
き

上
げ
に
反
対
す
る
。

※
他
に
、
知
多
南
部
広
域
環
境

組
合
に
よ
る
ご
み
焼
却
施
設
建

設
予
定
地
に
つ
い
て
、
き
め
細

か
い
住
居
説
明
会
、
徹
底
し
た

情
報
公
開
を
求
め
る
質
問
を
し

た
。

答

教
育
部
長

答

教
育
部
長

答

教
育
部
長

■使用料が引き上げになる中央公民館

日本共産党議員団
梶田 進 議員

他施設並みの負担率を求める答

中央公民館使用料
引き上げ中止を

問

文
化
・
学
術
の
拠
点
、

料
金
引
き
上
げ
で

サ
ー
ク
ル
活
動
が
困
難
に

問

問問
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新
地
方
公
会
計
制
度
は
、
平

成
22
年
度
よ
り
公
開
が
さ
れ
て

い
る
が
、
財
務
諸
表
は
作
る
こ

と
が
目
的
で
は
な
く
活
用
す
る

こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

市
区
町
村
で
は
、
80
％
以

上
が
総
務
省
改
定
モ
デ
ル
を
選

択
し
て
い
る
が
、
本
町
で
は
な

ぜ
基
準
モ
デ
ル
を
採
用
し
た
の

か
？

　
　
　
　
　
　

基
準
モ
デ
ル
の

方
が
固
定
資
産
の
評
価
方
法
を

よ
り
適
確
に
で
き
る
た
め
、
採

用
し
た
。

　
　

財
務
諸
表
を
現
在
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
る
の
か
？

　
　
　
　
　
　

も
と
も
と
、
財

務
諸
表
の
整
備
の
目
的
は
、
住

民
へ
の
説
明
責
任
に
あ
る
と
考

え
、
現
在
、
財
務
４
表
を
個
別

に
活
用
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
。

　
　

今
後
、
よ
り
一
層
、
財
務

諸
表
を
活
用
す
る
上
で
、
ど
の

よ
う
な
考
え
が
あ
る
か
？

　
　
　
　
　
　

現
段
階
に
お
い

て
は
、
活
用
不
足
の
感
は
否
め

な
い
。

　

今
後
は
、
行
政
評
価
と
の
連

動
や
予
算
編
成
の
判
断
材
料
な

ど
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

　

質
問
の
と
お
り
、
作
る
こ
と

が
目
的
で
は
な
く
活
用
す
る
こ

と
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

　

他
の
自
治

体
の
事
例
や

有
効
な
指
標

の
比
較
、
分

析
な
ど
参
考

に
し
て
、
い

ろ
い
ろ
考
え

て
い
き
た
い
。

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
子
ど

も
た
ち
の
生
活
に
与
え
て
い
る

悪
影
響
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
の
か

　
　
　
　
　
　

家
庭
で
の
長
時

間
の
使
用
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

て
い
る
こ
と
や
、
利
用
に
よ
る

視
力
低
下
、
睡
眠
不
足
な
ど
の

健
康
悪
化
や
学
習
意
欲
の
低
下
、

友
人
関
係
の
悪
化
な
ど
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

　
　

現
在
行
っ
て
い
る
ネ
ッ
ト

依
存
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　

携
帯
電
話
会
社

や
警
察
の
講
師
に
よ
る
、
子
ど

も
や
保
護
者
を
対
象
と
し
た
授

業
や
講
演
会
を
開
催
し
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
利
用
の
仕
方
や
問
題
点
、

危
険
性
を
説
明
し
、
モ
ラ
ル
や

マ
ナ
ー
と
い
っ
た
面
も
道
徳
や

学
級
活
動
の
時
間
で
指
導
し
て

い
る
。

　
　

今
後
ど
の
よ
う
に
ネ
ッ
ト

依
存
対
策
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　

家
庭
や
地
域
で

も
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
生
じ
る

危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

家
庭
や
地
域
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
学
校
教
育
課
、
生
涯
学
習

課
、
警
察
な
ど
の
関
係
部
署
が

連
携
を
図
り
な
が
ら
対
処
す
る
。

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

教
育
部
長

答

教
育
部
長

答

教
育
部
長

情熱
石川 義治 議員

行政評価や予算編成に活していく答

新地方公会計制度の
活用を！

問

新
地
方
公
会
計
制
度
の

活
用
を

ネ
ッ
ト
依
存
対
策
に
つ
い
て

会派代表 町政を問う！

■広報たけとよ2013年5月1・15日号に掲載された財務諸表
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問

問

問
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全
国
の
認
知
症
高
齢
者
は
、

厚
生
労
働
省
の
調
査
結
果
で
は
、

４
６
２
万
人
と
推
計
さ
れ
、
こ

れ
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
全
体

の
15
％
に
あ
た
る
。

　

団
塊
の
世
代
の
高
齢
化
が
進

む
に
つ
れ
、
さ
ら
に
急
増
す
る

と
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
問
う
。

　
　

町
に
お
け
る
認
知
症
高
齢

者
数
の
推
計
と
、
そ
れ
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
何
％
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　

平
成
25
年
10
月

末
現
在
で
５
４
５
人
と
な
っ
て

お
り
、
５
・
８
％
に
あ
た
る
。

　
　

高
齢
化
が
進
む
な
か
、
町

と
し
て
も
認
知
症
対
策
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
な
け

れ
ば
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　

今
ま
で
、
認
知

症
予
防
教
室
や
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
な
ど
、
種
々
の

認
知
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
き

た
。

　

今
後
、
そ
れ
ら
の
事
業
を
継

続
し
な
が
ら
、
「
認
知
症
施
策

推
進
５
か
年
計
画
（
通
称
オ
レ

ン
ジ
プ
ラ
ン
）
」
に
基
づ
き
、

仕
組
み
づ
く
り
な
ど
を
検
討
し
、

さ
ら
に
進
め
て
い
く
。

　
　

徘
徊
な
ど
行
方
不
明
に
な

っ
た
高
齢
者
の
、
早
期
保
護
を

図
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
は
で
き
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
認
知
症
高
齢
者
の
徘

徊
模
擬
訓
練
の
実
施
を
。

　
　
　
　

行
方
不
明
に
な
っ
た

高
齢
者
の
早
期
保
護
を
図
る
た

め
の
「
武
豊
町
認
知
症
迷
い
人

Ｓ
Ｏ
Ｓ
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
今
年
の
６
月
か
ら
運
用
開
始

し
て
い
る
。

　

今
後
、
協
力
団
体
や
協
力
者

を
さ
ら
に
増
や
し
て
い
く
な
ど
、

充
実
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た
「
位
置
情

報
シ
ス
テ
ム
」
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
調
査
研
究
し
て
い
き

た
い
。

　

徘
徊
模
擬
訓
練
は
、
地
域
と

の
連
携
が
大
切
と
な
る
の
で
、

地
域
の
関
係
機
関
や
協
力
団
体

な
ど
と
も
協
議
の
う
え
、
実
施

　　
　

国
の
方
針
と
し
て
、
平
成

26
年
度
か
ら
、
が
ん
に
関
す
る

保
健
教
育
を
強
化
す
る
と
決
め

ら
れ
た
が
、
ど
う
取
り
組
む
の

か
。

　
　
　
　
　
　

国
は
、
平
成
12

年
度
に
策
定
し
た
「
が
ん
対
策

推
進
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

小
中
高
で
の
保
健
教
育
を
強
化

に
む
け
て
の
検
討
を
し
て
い
く
。

す
る
こ
と
を
決
め
、
平
成
26
年

度
に
は
有
識
者
に
よ
る
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
学
校
の
現
状

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
、
モ

デ
ル
校
の
選
定
を
し
、
３
年
間

で
先
進
的
な
教
育
を
行
う
と
し

て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、

現
行
の
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ

て
進
め
て
い
く
。

答

教
育
部
長

答

厚
生
部
長

答

厚
生
部
長

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

公明党議員団
加藤 美奈子 議員

オレンジプランに基づき進める答

認知症対策の
さらなる充実を　

問

充
実
し
た
認
知
症
対
策

の
取
り
組
み
を

早
期
保
護
を
図
る
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

が
ん
に
関
す
る
保
健
教
育
の
強
化
を

町政を問う！ 会派代表

答

町
長

問

問

問

問
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